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令
和
４
年
度　

一
般
会
計
予
算

弥
富
市
部
設
置
条
例
及
び

弥
富
市
農
政
推
進
協
議
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

自
由
通
路
新
設
に
係
る
工
事
協
定

及
び
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

弥
富
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
弥
富
市

一
般
会
計
補
正
予
算

請
願
第
１
号

駅
の
橋
上
化
は
鉄
道
会
社
に
任
せ
、

市
政
の
進
め
方
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願
書

請
願
第
２
号

県
立
高
校
統
廃
合
に
つ
い
て

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

議
案
質
疑

議
案
質
疑

重
点
配
分
し
た
施
策
は
。

自
由
通
路
関
連
予
算
を
始

め
、
子
育
て
施
策
、
道
路
維
持

事
業
等
の
施
策
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
前

年
度
予
算
に
比
べ
半
分
に
な
っ

て
い
る
が
。

財
源
不
足
額
は
、
税
収
、

交
付
金
、
公
債
費
の
増
減
の
影

響
を
勘
案
し
、
8
億
5
5
0
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

市
民
生
活
部
が
担
当
し
て

い
る
「
商
業
及
び
工
業
に
関
す

る
こ
と
」
を
建
設
部
に
移
行
さ

せ
る
理
由
は
。

建
設
部
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
産
業
3
部
門
を
一
体
で
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た

め
。

J
R
及
び
名
鉄
が
積
算
し

た
協
定
金
額
等
の
内
訳
の
精
査

を
行
っ
た
か
。

国
交
省
と
鉄
道
事
業
者
で

確
認
さ
れ
て
い
る
「
公
共
事
業

に
お
け
る
鉄
道
委
託
工
事
を
行

う
場
合
の
透
明
性
確
保
の
徹
底

に
関
す
る
申
合
せ
」
に
従
い
、

鉄
道
事
業
者
か
ら
必
要
書
類
の

提
出
を
受
け
、
確
認
し
て
い

る
。

子
育
て
世
帯
の
軽
減
な
ら

ば
、
均
等
割
の
5
割
で
は
な

く
、
全
額
免
除
で
き
な
い
か
。

な
ぜ
18
歳
ま
で
で
は
な
く
、
未

就
学
児
ま
で
な
の
か
。

市
独
自
で
軽
減
割
合
や
対

象
年
齢
を
拡
充
す
る
と
、
決
算

補
填
目
的
と
な
る
た
め
、
被
保

険
者
の
負
担
と
な
り
考
え
て
い

な
い
。

財
産
管
理
費
の
基
金
積
立

金
の
配
分
の
考
え
は
。

減
債
基
金
積
立
金
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
将
来
の
償
還

金
財
源
と
し
て
、
公
共
施
設
整

備
基
金
積
立
金
は
、
長
寿
命
化

改
良
工
事
等
の
財
源
と
し
て
、

そ
れ
以
外
は
、
最
終
調
整
し
た

金
額
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
る
。

市
税
は
当
初
予
算
と
比

べ
、
な
ぜ
6
億
円
も
増
え
て
い

る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
大
き
く
減
収

す
る
と
見
込
ん
だ
が
、
実
際
に

は
大
き
な
減
収
に
な
ら
な
か
っ

た
。

請
願
者
：
J
R
・
名
鉄
弥
富
駅

問
題
を
考
え
る
市
民
の
会

♦
請
願
事
項

鉄
道
事
業
者
が
事
業
主
体
と

な
る
事
業
と
し
て
鉄
道
会
社
に

任
せ
、
弥
富
市
は
支
援
す
る
立

場
に
な
る
こ
と
。
行
政
の
点

検
・
評
価
の
厳
密
化
、
市
民
へ

の
説
明
、
意
見
聴
取
、
合
意
形

成
を
行
う
こ
と
。

請
願
者
：
愛
知
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
尾
南
支
部

♦
請
願
事
項

弥
富
地
区
の
県
立
高
校
統
廃

合
に
つ
い
て
、
地
域
や
学
校
現

場
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
そ
の

意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
す

る
こ
と
。
海
翔
高
校
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
。
以
上
二
項
に
つ
い

て
県
に
対
し
て
の
意
見
書
を
採

択
す
る
よ
う
求
め
る
。

3
月
定
例
会
は
、
2
月
24
日
か
ら
3
月
23
日
の
28
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
市
長
よ
り
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
4
年
度
6
会
計
の
当
初
予
算
、
関
西
本
線
弥
富

駅
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
工
事
の
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
、
弥
富
駅
自
由
通
路
新
設
に
係
る
鉄
道
施
設
整
備
に
関
す

る
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て
を
は
じ
め
24
議
案
、
駅
の
橋
上
化
は

鉄
道
会
社
に
任
せ
、
市
政
の
進
め
方
の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

書
、
県
立
高
校
統
廃
合
に
つ
い
て
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
書
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

14
日
の
議
案
質
疑
に
は
5
人
が
質
疑
し
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
行
為
を
断
固
非
難
す
る
決
議
に

つ
い
て
の
発
議
を
追
加
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
3
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
16

号
）
、
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

が
追
加
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
行
財
政
委
員
会
に
付

託
、
審
査
し
、
26
議
案
全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
2
件

は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
令
和
3
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
17
号
）
が
追
加
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
発
議
3
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
弥
富
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
と
、
弥
富
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

は
全
会
一
致
で
可
決
、
地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
査
内
容
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
本
会
議
初
日

本
会
議
初
日

本
会
議
最
終
日

本
会
議
最
終
日

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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発
議
第
１
号

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略

行
為
を
断
固
非
難
す
る
決
議
に
つ
い
て

発
議
第
２
号

弥
富
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

発
議
第
３
号

弥
富
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

意
見
書
の
提
出

私
た
ち
弥
富
市
議
会
は
、
生

命
の
尊
厳
と
恒
久
平
和
を
希
求

す
る
弥
富
市
民
を
代
表
す
る
議

会
と
し
て
、
ロ
シ
ア
政
府
に
対

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時

か
つ
無
条
件
の
撤
退
と
、
全
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

平
和
的
解
決
を
断
固
求
め
る
。

（
全
文
は
裏
表
紙
に
掲
載
）

社
会
経
済
の
進
展
に
対
応
し

て
、
行
政
が
著
し
く
多
様
化

し
、
専
門
化
し
て
く
る
こ
と
か

ら
、
常
任
委
員
会
を
分
割
し
、

専
門
的
知
識
の
養
成
や
議
案
の

分
割
的
処
理
を
図
る
こ
と
で
議

案
の
成
立
ま
で
の
過
程
を
能
率

的
か
つ
効
果
的
な
も
の
に
す

る
。

♦
地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に

資
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

提
出
先
【
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、
地

方
創
生
担
当
大
臣
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
・
健
康
危
機
管
理
担
当

大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
担
当
大
臣
】

　中学校のスクールカウンセラーの相談時間が1時間も増えない。事件の教訓が活かされていない残念な予算。
　コロナ禍で困っている市民を助けようという気持ちも感じられず、その一方で自由通路は進める。
　どこを見て市政を運営しているか、全く市民を見ていない。
　下水道事業には毎年5億円規模で一般会計からの繰り入れが必要となり、見直しが必要。

佐藤仁志、那須英二、
加藤明由議員反対 一般会計予算など6議案に対し可決

　人口規模が似ている市と比較して、課の数が多すぎて、課の規模が小さすぎる。人事異動の引き継ぎも課でカバー
できておらず、課同士の調整ができていない縦割りの弊害も出てきている。
　組織の細分化に異議を唱える。次年度は大きな組織に戻してほしい。

佐藤仁志議員反対 議案第９号に対し可決

　国土交通省から通達がありながら、踏切歩道設置を放置してきた。踏切道の改良を最優先に行うべき。
　駅周辺を面的に整備する案を公表して進めるべき。
　交通誘導員の配置は、自由通路整備後も改善されない。鉄道事業者との交渉過程も不透明。

横井克典、佐藤仁志、
那須英二、加藤明由議員反対 議案第19号、第20号に対し可決

市長の説明不足で、市民の意見を聞かないことが
問題。令和元年度まで、６年連続して実質単年度収
支が赤字。市の財政は、不安定で綱渡りの状況。
予算がどれだけかかろうが、どのような手段を用
いても進むという態度を改め、一度立ち止まるべ
き。

佐藤仁志、那須英二、
加藤明由議員

利便性向上のため、駅周辺をバリアフリー化する
ことを目的として、自由通路通行者数の多少にかか
わらず、弥富市が事業主体になる。
平成31年２月での、総合計画に対する市民説明会
で報告し、正規の手続きを経て、市民の皆様のご理
解のもと市政運営をしている。

平野広行議員

討
論
討
論

県立高校が海部津島地区の北部に集中することに
なり、海翔高校の廃校は適正配置からかけ離れてい
る。地域や保護者、生徒、教員の意見が反映されて
いない。財政豊かな県が予算をかければ少人数学級
で存続できる。

板倉克典、加藤明由議員

少子化に伴い県立高校は定員割れが数年続いてい
る。統廃合を進め、さらに質の高い教育へ発展させ
るべき。必要な人員、人材の確保、施設整備、運営
基盤の刷新をすることで、効率的に子どもたちに教
育予算をかけることができる。

加藤克之議員

討
論
討
論

反対

反対

賛成

賛成

請願第１号に対し不採択

請願第２号に対し不採択

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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歳 出
（使うお金）

歳 入
（入るお金）

令和４年度当初  予算のあらまし
～弥富駅周辺のまちづくりを推進～

令
和
4
年
度
の
当
初
予
算
は

一
般
会
計
約
1
6
8
億
円
、
特

別
会
計
（
4
会
計
）
で
約
86
億

円
、
企
業
会
計
約
21
億
円
、
総

額
は
約
2
7
5
億
円
、
前
年
度

比
3
・
8
％
の
増
と
な
っ
た
。

歳
入
に
お
い
て
は
個
人
所
得

が
堅
調
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
が
終
了
し
、
市
民

税
や
固
定
資
産
税
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

歳
出
で
は
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
弥
富

駅
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
化

事
業
に
本
格
的
な
着
手
を
行
う

た
め
の
関
連
予
算
の
ほ
か
、
扶

助
費
の
伸
び
や
子
育
て
施
策
の

拡
充
、
防
災
・
減
災
対
策
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
小
学
校

管
理
運
営
事
業
（
弥
生
小
学
校

長
寿
化
改
良
工
事
）
、
総
合
体

育
館
管
理
運
営
事
業
（
総
合
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
総
合
体
育
館

特
定
天
井
撤
去
工
事
）
、
土
地

取
得
事
業
（
弥
富
駅
北
口
駅
前

広
場
の
用
地
買
収
）
、
子
ど
も

医
療
助
成
費
事
業
（
子
ど
も
の

医
療
費
自
己
負
担
分
を
全
額
助

成
）
な
ど
が
あ
る
。

一般会計　168億円
特別会計　  86億円
企業会計　  21億円
合　計　  275億円

義務的経費　80億2640万円
投資的経費　20億  329万円

自主財源　 98億  250万円
依存財源　 69億8749万円

一般会計

自主財源
58.4%

98億250万円

依存財源
41.6%

69億8749万円

その他
1.4%

2億2990万円

繰出金
8.1%

13億5153万円

補助費等
14.4%

24億2376万円

物件費
16.4%

27億5511万円

普通建設事業費
11.9%

20億329万1千円

公債費
6.9%

11億6204万円

扶助費
18.9%

31億7034万円

人件費
22.0%

36億9402万円

その他の経費
40.3%

67億6030万円

投資的経費
11.9%

20億329万円

義務的経費
47.8%

80億2640万円

その他
1.7%

2億8344万円

繰越金
3.0%
5億円

市税
49.8%

83億6815万円

繰入金
2.4%

4億29万円

諸収入
1.5%

2億5062万円

その他
1.8%

2億9700万円

地方譲与税
1.8%

3億1070万円

地方交付税
3.4%

5億7100万円

市債
8.5%

14億2800万円

地方消費税
交付金
6.3%

10億6000万円

県支出金
6.8%

11億3559万円

国庫支出金
13.0%

21億8520万円

個人市民税　25億9800万円　法人市民税　3億5300万円
固定資産税　47億2100万円　交付金　　　2億6704万円
軽自動車税　  1億1780万円　市たばこ税　3億1000万円
入湯税　　　　　　130万円

新年度の自主財源は歳入総額の 58.4％を占
めている。
市の歳入には、個人市民税・法人市民税・固
定資産税・市たばこ税の市税や繰入金などの自
主財源（この割合が高いほど財政が安定）と、
国・県などから定められた額が交付されたり、
割り当てられる収入の依存財源がある。

歳出を性質別経費に応じて分類すると人件
費、扶助費、公債費はその支出が義務づけられ、
任意に節減することができない義務的経費（こ
の割合が小さいほど財政にゆとりがある）と、普
通建設事業費や災害復旧事業費などの投資的経
費がある。

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問
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し
ら
せ
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令和４年度当初  予算のあらまし

駅自由通路整備事業

総合社会教育センター総合体育館特定天井を撤去

子ども医療費を１８歳まで全額助成

特別会計

企業会計

特別会計
前年度予算額

当初 最終見込額 当初比 最終比
比較増減増減率

（％）本年度予算額

373,294
3,828,970
721,990
3,664,300
8,588,554

－
▲ 2.4
7.1
2.7
5.2

16
3,924,530
673,990
3,567,000
8,165,536

16
4,031,000
674,645
3,590,642
8,296,303

373,278
▲ 95,560
48,000
97,300
423,018

373,278
▲ 202,030
47,345
73,658
292,251

36,688
9,298
27,390
36,688

40,228
13,642
26,586
40,228

2,125,492
894,388
1,231,104
2,125,492

2,121,952
890,044
1,231,908
2,121,952

1.9
1.5
2.2
1.9

2,162,180
903,686
1,258,494
2,162,180

会　　計　　名

前年度予算額
当初 最終見込額 当初比 最終比

比較増減増減率
（％）本年度予算額会　　計　　名

(単位:千円)

※土地取得特別会計の本年度予算は、土地取得費の計上により大幅な増加となるため、増減率を「－」で表記しています。

(単位:千円)

土 地 取 得
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
合 　 　 　 　 　 計

下 水 道 事 業

合 　 　 　 　 　 計

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

木製ルーバー：豊根村産間伐材

弥富金魚水族館（YaToMiAQUA） 
イメージ図

YaToMiAQUA開設
弥生小学校の長寿命化改良工事

令
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年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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組
ん
で
い
く
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
繰
入
金

に
つ
い
て

一
般
会
計
に
7
0
0
万
円

の
繰
入
が
行
わ
れ
た
が
、
使
途

は
。

弥
生
小
学
校
の
長
寿
命
化

改
良
工
事
に
関
連
し
、
木
材
製

品
の
財
源
に
す
る
。

一
般
会
計
（
歳
出
）
目
的
別
に

つ
い
て前

ケ
平
地
内
の
県
有
財
産

の
購
入
は
、
土
地
取
得
特
別
会

計
で
は
な
く
一
般
会
計
の
消
防

費
へ
の
計
上
で
よ
い
の
か
。

用
地
先
行
取
得
事
業
で
は

な
い
の
で
一
般
会
計
で
計
上
し

て
い
る
。

◆
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会

計
予
算

申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
管
理

委
託
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

用
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

さ
れ
た
デ
ー
タ
を
各
業
務
シ
ス

テ
ム
に
提
供
す
る
も
の
。

選
挙
常
時
啓
発
事
業
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
の
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
の
開
催
予
定
は
。

7
月
に
想
定
さ
れ
て
い
る

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
そ
の

後
の
弥
富
市
長
選
挙
、
愛
知
県

知
事
選
挙
に
お
い
て
、
そ
の
1

か
月
前
に
開
催
す
る
予
定
。

財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
つ
い

て

決
算
の
結
果
で
積
み
立
て

を
行
う
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か

じ
め
計
画
を
作
成
し
て
基
金
を

管
理
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

計
画
的
な
基
金
管
理
が
で

き
る
よ
う
、
行
政
改
革
に
取
り

総
合
計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ

い
て

委
託
で
ど
の
よ
う
に
市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
市
民

の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
。
委
託

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
い
効
果

的
、
効
率
的
に
進
め
る
。

発
注
方
法
は
。

指
名
競
争
入
札
を
検
討
し

て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推

進
事
業
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

委
託
で
ど
の
よ
う
に
市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
。

先
進
事
例
等
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

「
市
と
市
民
の
協
働
に
よ

り
地
域
資
源
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
と

は
何
か
。

「
地
域
資
源
バ
ン
ク
制

度
」
と
い
う
仕
組
み
や
ア
プ
リ

を
作
る
。
ま
た
、
図
書
館
棟
2

階
の
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、
活
動
計
画
や
制
度
設
計

委員会レポート

行　
財　
政　
委　
員　
会

問答

問答

問答

問答問答問答

問問問 答答答

問答問答

問答問答問答

問答

問答問答

道
路
橋
梁
費
に
つ
い
て

85
か
所
の
安
全
対
策
は
、

い
つ
ま
で
に
行
う
の
か
。

協
議
案
件
33
か
所
は
、
概

ね
令
和
4
年
度
末
ま
で
に
完
了

予
定
で
、
そ
れ
以
外
は
完
了
し

て
い
る
。

公
園
修
繕
工
事
請
負
費
に
つ
い

て

木
製
遊
具
の
耐
用
年
数
を

想
定
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る

か
。

10
年
程
度
の
耐
用
年
数
を

想
定
し
設
置
し
て
い
る
。

水
田
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策

推
進
補
助
金
に
つ
い
て

海
部
南
部
地
域
農
業
再
生

協
議
会
に
お
け
る
農
林
水
産
省

共
通
サ
ー
ビ
ス
（eM

A
FF

）

と
は
。農

水
省
が
所
管
す
る
行
政

を
行
う
。

令
和
4
年
度
の
み
の
単
年

度
事
業
か
。

3
か
年
で
の
構
築
を
計
画

し
て
い
る
。

改
良
し
て
い
る
点
や
本
市

の
独
自
性
を
出
し
て
い
る
工
夫

は
。

地
方
創
生
事
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
を
参
考
に
業
者

選
定
し
て
い
く
。
誰
も
が
活
躍

で
き
る
場
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

多
様
な
主
体
が
連
携
、
協
力
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
。

◆
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会

計
予
算

共
同
防
除
事
業
費
補
助
金
に
つ

い
て

前
年
度
よ
り
10
a
当
た
り

の
単
価
が
3
0
0
円
に
増
額
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。

補
助
金
額
を
上
げ
る
こ
と

で
、
共
同
防
除
へ
の
参
加
面
積

を
広
げ
る
た
め
。

手
続
き
の
書
類
を
、
海
部
南
部

地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
、
補

助
金
申
請
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

し
進
め
る
も
の
。

導
入
費
は
全
補
助
金
の
内
、

い
く
ら
に
な
る
か
。

8
7
6
万
9
千
円
の
う
ち

3
7
6
万
9
千
円
。

◆
令
和
4
年
度
弥
富
市
土
地
取

得
特
別
会
計
予
算

土
地
取
得
事
業
に
つ
い
て

弥
富
駅
北
口
駅
前
広
場
の

用
地
買
収
及
び
物
件
移
転
補
償

の
土
地
取
得
事
業
の
内
容
は
。

自
由
通
路
の
作
業
ヤ
ー
ド

と
し
て
使
用
し
、
弥
富
駅
北
口

駅
前
広
場
の
一
部
に
係
る
事
業

用
地
の
取
得
。

予
算
審
査

総
務
部

予
算
審
査

総
務
部

予
算
審
査

建
設
部

予
算
審
査

建
設
部

▲間崎公園木製複合遊具

▲木製下駄箱（栄南小）

▲弥富駅北口駅前広場予定地
　（JA会館やとみ周辺）

令
和
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度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
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況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
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ま
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と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ

No.65 2022年4月22日発行　議会だより　やとみ 6



母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て　

3
歳
児
検
診
に
お
い
て
弱

視
の
早
期
発
見
の
た
め
ス
ポ
ッ

ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の

導
入
は
。

令
和
4
年
7
月
か
ら
開
始

予
定
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ

い
て

拡
充
内
容
は
。

令
和
4
年
度
か
ら
、
一
定

の
所
得
の
あ
る
市
民
税
課
税
世

帯
の
人
に
も
、
一
部
自
己
負
担

で
設
置
で
き
る
よ
う
対
象
者
を

拡
大
し
た
。

予
算
審
査

市
民
生
活
部

予
算
審
査

市
民
生
活
部

予
算
審
査

教
育
部

予
算
審
査

教
育
部

委員会レポート
問答問答問答問答

問答

問答

答

問答問答 答 問

問答

問答

問答

問

問答

◆
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会

計
予
算

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
に
つ

い
て

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

が
令
和
3
年
度
に
比
べ
て
引
き

下
が
っ
た
理
由
は
。

上
限
額
を
下
げ
、
予
算
枠

の
範
囲
で
利
用
で
き
る
数
を
増

や
す
た
め
。

弥
富
市
観
光
協
会
補
助
金
に
つ

い
て

増
額
の
理
由
は
。

新
規
事
業
で
あ
る
金
魚
す

く
い
事
業
に
2
0
0
万
円
、
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に

60
万
円
、
弥
富
金
魚
水
族
館
の

開
館
に
合
わ
せ
開
始
す
る
常
設

金
魚
す
く
い
事
業
に
50
万
円
を

計
上
し
た
た
め
。

小
学
校
修
繕
等
工
事
費
に
つ
い

て

工
事
の
内
容
は
。

今
後
30
年
の
使
用
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
防
水
工
事
、
躯
体

の
ヒ
ビ
の
補
修
、
外
壁
保
護
の

た
め
の
塗
装
を
始
め
電
気
、
配

管
設
備
や
建
具
交
換
等
な
ど
。

◆
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会

計
予
算

事
務
局
事
務
事
業
に
つ
い
て

I
C
T
支
援
員
は
現
在
1

名
配
置
し
て
い
る
が
、
令
和
4

年
度
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

1
名
を
新
た
に
常
勤
で
雇

用
し
、
2
名
体
制
と
な
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
1
名
の
派
遣
開
始
時
期

と
勤
務
場
所
及
び
勤
務
体
制
は
。

令
和
4
年
4
月
か
ら
各
学

校
を
巡
回
。
適
応
指
導
支
援
室

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
）
を
拠
点
に
、

週
5
日
、
1
日
6
時
間
の
勤
務
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
教

育
相
談
事
業
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
補
充
及
び
増
員
の
た
め
の
増

額
予
算
か
。　
　

増
員
で
は
な
く
、
相
談
回

数
を
増
や
す
た
め
の
予
算
。

こ
の
ま
ま
の
対
応
で
い
い

の
か
。
市
長
の
思
い
は
。

教
育
現
場
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
検
討
を
す
る
。

◆
令
和
4
年
度
弥
富
市
一
般
会

計
予
算

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
の
積
極
的
勧

奨
の
再
開
及
び
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
と
は
。

令
和
4
年
4
月
か
ら
再
開

さ
れ
、
小
学
校
6
年
生
か
ら
高

校
1
年
生
の
女
子
が
積
極
的
勧

奨
の
対
象
と
な
る
。

定
期
接
種
機
会
を
逃
し
た
平

成
9
年
か
ら
平
成
17
年
生
ま
れ

の
女
子
が
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
対
象
と
な
る
。

妊
産
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

多
胎
児
妊
婦
へ
補
助
回
数

追
加
の
周
知
は
。

4
月
か
ら
対
象
者
に
は
母

子
手
帳
交
付
時
に
5
回
分
の
追

加
受
診
券
を
交
付
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
す
る
。

健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

節
目
歯
科
無
料
ク
ー
ポ
ン

検
診
の
受
診
率
は
。

令
和
元
年
度
9
・
1
％
。

令
和
2
年
度
11
・
3
％
。

歯
周
病
検
診
を
5
歳
刻
み

へ
と
拡
充
し
た
理
由
は
。

本
市
は
若
い
世
代
の
歯
周

病
対
策
に
重
点
を
置
い
て
い
る

た
め
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
に
つ
い

て

令
和
3
年
度
に
は
計
上
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
ひ
と
り
親
家

庭
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
利
用
料
助
成
金
と
は
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て

に
係
る
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
、

対
象
者
に
利
用
料
の
半
額
を
1

か
月
あ
た
り
1
万
円
を
上
限
に

助
成
す
る
。

予
算
審
査

健
康
福
祉
部

予
算
審
査

健
康
福
祉
部

▲弥生小学校

▲緊急通報用機器

▲子宮頸がんワクチンポスター

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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行
財
政
委
員
会

問答

問答

問答

問答問答問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答

問答問答

問答問答問答問答

問答 総
務
部

建
設
部

総
務
部

建
設
部

総
務
部

建
設
部

総
務
部

建
設
部

総
務
部

所
管
質
問

総
務
部

所
管
質
問

市
民
生
活
部

健
康
福
祉
部

教
育
部

市
民
生
活
部

健
康
福
祉
部

教
育
部

教
育
部

請
願
教
育
部

請
願

健
康
福
祉
部

所
管
質
問

健
康
福
祉
部

所
管
質
問

討
論
・
採
決

討
論
・
採
決

◆
請
願
第
1
号

「
駅
の
橋
上
化
は
鉄
道
会
社
に

任
せ
、
市
政
の
進
め
方
の
見
直

し
を
求
め
る
請
願
書
」

市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

あ
る
が
、
市
民
と
は
ど
こ
ま
で

の
こ
と
か
。

紹
介
議
員 

市
民
全
体
に

説
明
し
て
ほ
し
い
。

「
市
民
の
会
」
か
ら
何
度

も
請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
意
図
は
。

民
間
事
業
者
が
や
る
べ
き

事
業
で
あ
っ
て
、
市
は
補
助
す

る
立
場
で
あ
る
。

委
員
会
や
一
般
質
問
で
し

っ
か
り
と
議
論
し
て
き
た
が
、

そ
れ
で
も
説
明
不
足
と
い
う
こ

と
か
。不

足
し
て
い
る
。

◆
請
願
第
2
号

「
県
立
高
校
統
廃
合
に
つ
い
て

の
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
書
」海

翔
高
校
を
存
続
さ
せ
る

と
し
て
先
行
き
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

紹
介
議
員  

弥
富
、
飛
島
、

蟹
江
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

小
規
模
校
、
少
人
数
学
級
、
地

域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て
存

続
さ
せ
て
ほ
し
い
。

再
編
後
に
新
し
い
高
校
に

で
き
る
学
科
は
。

福
祉
科
が
津
島
北
高
校
に

追
加
さ
れ
る
。

生
徒
数
が
少
な
い
中
で
仕

方
な
い
の
で
は
。

愛
知
県
は
財
政
力
が
全
国

2
位
だ
が
、
子
ど
も
一
人
当
た

り
に
か
け
る
教
育
予
算
は
45
位

で
あ
り
、
こ
れ
以
上
予
算
を
削

る
必
要
が
な
い
。

予
算
を
上
げ
た
ら
ど
の
よ

う
な
還
元
が
あ
る
の
か
。

弥
富
市
近
辺
の
介
護
福
祉

施
設
等
に
就
職
し
、
地
域
貢
献

で
き
る
。

◆
議
案
第
19
号

関
西
本
線
弥
富
駅
自
由
通
路
新

設
及
び
橋
上
駅
舎
化
工
事
の
協

定
の
締
結
に
つ
い
て

◆
議
案
第
20
号

弥
富
駅
自
由
通
路
新
設
に
係
る

鉄
道
施
設
整
備
に
関
す
る
覚
書

の
締
結
に
つ
い
て

鉄
道
事
業
者
か
ら
の
用
地

有
償
譲
渡
金
額
と
面
積
は
。

鑑
定
価
格
で
決
定
。

南
口
交
通
広
場
約
6
4
0
㎡
、

南
側
自
由
通
路
階
段
部
分
約

1
2
9
㎡
。

連
続
立
体
交
差
の
検
討
は
。

事
業
費
が
膨
大
と
な
る
の

で
、
検
討
し
て
い
な
い
。

J
R
・
名
鉄
弥
富
駅
の
利

用
者
実
態
の
再
調
査
を
。

現
実
的
に
不
可
能
だ
と
考

え
る
。駅

北
側
を
商
業
系
に
変
え

る
の
か
。

住
宅
系
用
途
を
商
業
系
用

途
に
変
更
予
定
は
な
い
。

跨
線
橋
の
撤
去
費
用
は
。

約
6
千
万
円
。

行
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
は
26
件
、
請
願
は
2
件
。

3
月
16
日
に
総
務
部
・
建
設

部
所
管
分
、
17
日
に
市
民
生
活

部
・
健
康
福
祉
部
・
教
育
部
所

管
分
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
議
案
第
8
号

新
市
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い

て　
地
方
債
同
意
等
基
準
の
告

示
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

合
併
市
町
村
基
本
計
画
に

基
づ
く
事
業
。
令
和
3
年
度
は

歴
史
民
俗
資
料
館
の
解
体
工
事

の
み
。

◆
議
案
第
9
号

弥
富
市
部
設
置
条
例
及
び
弥
富

市
農
政
推
進
協
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

課
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と

は
組
織
力
の
弱
点
だ
と
思
う
が
。

複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
。

本
市
か
ら
海
翔
高
校
が
な

く
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

高
校
進
学
で
選
択
肢
が
減

る
こ
と
。
人
口
減
少
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
。

市
長
の
思
い
は
。

県
立
高
校
が
な
く
な
る
の

は
残
念
だ
が
、
定
員
割
れ
が
多

く
仕
方
な
い
。

令
和
3
年
度
の
ふ
る
さ
と

弥
富
応
援
寄
付
金
の
状
況
は
。

3
月
10
日
現
在
、
6
0
2

万
2
千
円
。

返
礼
品
で
人
気
の
商
品
は
。

コ
メ
ヌ
カ
コ
ス
メ
の
関
連

品
が
人
気
。

道
路
等
不
都
合
の
通
報
ア

プ
リ
の
進
捗
は
。

L
I
N
E
を
使
用
し
た
シ

ス
テ
ム
は
、
市
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
取
得
が
完
了
。
5
月
か
ら

の
利
用
開
始
に
向
け
調
整
。

4
月
の
新
名
古
屋
競
馬
場

開
場
に
あ
た
り
、
交
通
ア
ク
セ

ス
に
変
化
は
。

競
馬
開
催
日
の
み
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
近
鉄
蟹
江
駅
、

名
古
屋
駅
名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、

旧
名
古
屋
競
馬
場
か
ら
運
行
。

が
ん
患
者
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳

房
補
正
具
の
購
入
補
助
の
考
え

は
。

令
和
4
年
度
か
ら
実
施
す

る
方
向
で
準
備
。

付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原

案
を
了
承
し
、
請
願
は
2
件
と

も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
議
案

議
案
議
案

請
願
請
願

市
民
生
活
部

所
管
質
問

市
民
生
活
部

所
管
質
問

委員会レポート

▲JR・名鉄弥富駅跨線橋

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

日本
共産党公明党政　　新　　会

3月定例会　議案等の賛否状況一覧

３月14日議決

３月23日議決

賛否状況　　○：賛成　　×：反対　　△：採決時退席　　－：議長は採決に加わらない。

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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問答

問答問答 答

問

問

答

あ
ら
ま
し

あ
ら
ま
し

議
案
質
疑

議
案
質
疑

１
月
臨
時
会周

知
の
方
法
は
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
及
び
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

市
内
回
覧
、
相
談
者
へ
の
配
布

を
予
定
。

生
活
保
護
で
な
い
世
帯
で

い
く
ら
ま
で
の
収
入
の
方
が
対

象
か
。住

民
税
均
等
割
非
課
税
と

な
る
収
入
は
、
扶
養
者
が
な
い

単
身
世
帯
で
給
与
収
入
の
み
の

場
合
、
年
間
93
万
円
。

家
計
急
変
世
帯
と
は
ど
の

よ
う
な
世
帯
か
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該

当
せ
ず
、
世
帯
全
員
が
、
令
和

3
年
1
月
か
ら
令
和
4
年
8
月

ま
で
の
任
意
の
1
か
月
の
収
入

を
12
倍
し
た
額
が
、
市
民
税
均

等
割
の
非
課
税
水
準
に
相
当
す

る
額
以
下
で
あ
る
世
帯
。

令
和
4
年
第
1
回
臨
時
会
が

1
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
非
課

税
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
な
ど

の
補
正
予
算
の
議
案
1
件
を
審

議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。補

正
後
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
は
、
い
く
ら
残
り
、
他

の
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

約
6
1
0
0
万
円
。

今
後
、
国
県
の
動
向
を
注
視

し
必
要
な
支
援
を
行
い
た
い
。

非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金
に
つ
い
て
、
対
象
と
な

る
世
帯
は
い
く
つ
か
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
で

3
9
1
9
世
帯
、
家
計
急
変
世

帯
で
2
7
4
世
帯
と
想
定
。

白熱した
レース

コース

パドック

スタンド席

ホースビュー
コリドー

イベントなどを
行う広場

　昭和 24 年から名古屋市港区で、土古（どんこ）競馬の愛称で親しまれた名古屋競
馬場は、老朽化で 73 年間という長い歴史に幕を閉じ、弥富市に移転オープンしました。
　ダートコースは一周 1,180ｍで、最後の直線距離は 240mと西日本の地方競馬で最
長です。また、ナイター開催ができるよう照明設備も設けてあります。
　観覧席は、1階と 2 階で約 600 席あります。また、レース前にパドックから馬場に
向かう騎手と馬の様子を間近でみることができる「ホースビューコリドー」と呼ばれる
室内馬道を全国の地方競馬として初めて設置されました。
　家族連れでも楽しめる乗馬体験やイベント等が開催できる広場も設けられています。

名古屋競馬場が弥富に移転グランドオープン！！

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
14
号
）

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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①学校カウンセラーの常勤配置を
②コロナから市民を守るために
①ひきこもり相談窓口の設置を
②私的契約児の無償化を

那 須 英 二

小 久 保 照 枝

板 倉 克 典

三 浦 義 光

佐 藤 仁 志

横 井 克 典

平 野 広 行

佐 藤 高 清

加 藤 明 由

加 藤 克 之

江 崎 貴 大

早 川 公 二

高 橋 八 重 典

堀 岡 敏 喜

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

①踏切内の歩道設置で安全確保を
②尾張大橋の不安解消は

①新年度の農業施策は
②物価上昇により事業者へ影響は

①ゼロメートル災害に備えてこそ
②見て、聞いて、話し合ってこそ

①保育所民営化の市長の決意は
②切り貼りの駅周辺整備で良いか

①弥富市の未来計画とは
②コミュニティバスの今後は

①農地の開発許可後の諸問題は

①踏切道改良と国交省通達の認識は
②農業試験場跡地の購入目的は

①通学路の安全対策強化を
②ネーミングライツ事業は

①権利擁護センターの今後は
②子どもの運動能力低下を防げ

①危険なブロック塀への対応は
②消防・警察と空き家の情報共有は

①先人達からのバトンを次世代に
②公共交通社会実験の主役は誰？

一 般 質 問 事 項
議　員　名 件　　　　　名 頁 議　員　名 件　　　　　名 頁

①スマートシティ弥富を目指せ
②未来の創造イノベーション起こせ

一般質問
14 議員が登壇市政を問う

　一般質問は、議員が市政全般に関して、執行機関にその執行状況や将来の方針、
住民生活に密接に係わる事項などについて質問をすることをいいます。
　議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。

各議員のページの顔写真横の二次
元コードを読み取っていただくと、
市議会映像配信ページをご覧いただ
けます。ぜひご覧ください。

ズバリ聞きます！!

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け

検
査
が
行
え
る
よ
う
市
が
補
助

し
て
は
。

考
え
て
い
な
い
。

市
の
支
援
か
ら
漏
れ
て
し

ま
っ
た
人
に
、
支
援
を
考
え
な

い
の
か
。

市
民
生
活
部
長 

拡
充
は

考
え
て
い
な
い
。

市
長
の
英
断
で
予
算
拡
充

を
。

市
長 

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

の
活
用
を
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
S
C
）
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
S
S
W
）
の

新
年
度
か
ら
の
体
制
は
。

教
育
部
長 

S
C
は
、
相

談
回
数
を
増
や
し
た
。

S
S
W
は
、
新
た
に
1
名
を

配
置
し
、
各
校
を
巡
回
。

S
C
1
人
当
た
り
ど
れ
く

ら
い
の
費
用
が
必
要
か
。

報
酬
が
積
算
で
約
6
0
0

万
円
。
こ
れ
に
期
末
手
当
等
が

加
算
さ
れ
る
。

名
古
屋
市
と
同
じ
よ
う

に
、
中
学
校
に
常
勤
配
置
す
る

場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
が

必
要
か
。

報
酬
額
は
約
1
8
0
0
万

円
。

S
C
を
常
勤
配
置
し
な
け

れ
ば
、
昨
年
の
事
件
の
よ
う
な

事
象
は
防
げ
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
市
の
認
識
は
。

な
ぜ
支
援
策
一
覧
が
更
新

で
き
て
い
な
い
か
。

現
在
で
は
支
援
は
複
雑
多

岐
に
わ
た
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
窓
口
で
確
認
を
さ
れ
た
い
。

保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

2
月
か
ら
本
市
職
員
1
名

を
津
島
保
健
所
に
派
遣
し
て
い

る
。

市
に
コ
ロ
ナ
相
談
窓
口
を

置
い
て
は
。

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
相
談

に
対
応
。

感
染
が
疑
わ
し
い
時
や
、

感
染
が
発
覚
し
た
場
合
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
等
、
周
知

を
行
っ
て
は
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
相
談
窓

口
等
の
情
報
を
掲
載
。

市
内
感
染
者
の
把
握
は
。

健
康
福
祉
部
長 

誰
が
感

染
し
た
か
と
い
う
情
報
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

感
染
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
。

感
染
者
の
状
況
が
把
握
で

き
な
い
の
で
、
行
っ
て
い
な

い
。

令
和
4
年
度
は
、
S
C
と

S
S
W
が
家
庭
や
学
校
と
連
携

し
、
支
援
を
進
め
る
。

せ
め
て
中
学
校
に
常
勤
配

置
で
き
な
い
の
か
。

必
要
性
は
感
じ
る
が
、
現

状
は
週
1
回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
対
応
。

市
長
の
英
断
で
、
新
年
度

か
ら
S
C
を
常
勤
配
置
し
て
は

ど
う
か
。

市
長 

S
C
に
よ
る
心
の

支
援
に
、
S
S
W
に
よ
る
生
活

環
境
へ
の
支
援
を
加
え
、
多
面

的
に
支
援
し
て
い
く
。

日本共産党弥富市議団
那須 英二 議員

問
答 学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
勤
配
置
を

週
１
回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
対
応

問
答

コロナから市民
を守るために

国県市それぞれ
の支援の活用を

▲津島保健所ホームページ

問答問答問

答問答

問問

問

答答

答問答問

問問問

答

答答答

問答

答 問

問 答

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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福
祉
に
か
か
わ
る
相
談
内

容
、
相
談
件
数
は
コ
ロ
ナ
前
と

後
で
は
変
化
が
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長 

求
職
、

生
活
費
、
債
務
の
こ
と
が
多

く
、
新
規
相
談
件
数
は
増
加
傾

向
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

の
相
談
体
制
は
。

生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
員
3
名
在
籍
。

支
援
内
容
は
。

就
学
や
就
労
準
備
の
相

談
・
支
援
。
住
居
確
保
給
付
金

の
受
付
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
給
付
金

の
受
付
。

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓

口
・
支
援
体
制
を
明
確
に
し
、

周
知
・
啓
発
を
。

福
祉
課
お
よ
び
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
担
当
。
相
談
内
容

に
よ
り
該
当
す
る
担
当
課
へ
つ

な
い
で
問
題
解
決
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で

周
知
、
啓
発
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
の

取
り
組
み
は
。

家
族
や
地
域
の
人
々
か
ら

の
情
報
が
重
要
な
役
割
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に

専
門
医
が
同
行
出
来
な
い
か
。

訪
問
支
援
は
難
し
い
。

県
の
S
N
S
相
談
体
制
の

周
知
は
。

相
談
が
あ
れ
ば
、
次
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
繋
げ
る
。

市
内
限
定
で
病
院
へ
の
タ

ク
シ
ー
無
償
化
は
。

予
定
は
な
い
。

市
長
の
見
解
は
。

市
長 

公
的
機
関
並
び
に

民
間
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し

て
支
援
。

※

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援

行
政
や
支
援
機
関
な
ど
が
積
極

的
に
働
き
か
け
る
支
援

特
別
利
用
保
育
の
認
識

は
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
伴
い
、
私
的
契
約
児
に
つ

い
て
も
、
一
定
の
条
件
を
設
け

て
、
無
償
化
の
対
象
と
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。

市
長
の
見
解
は
。

   

市
長   

令
和
5
年
度
か
ら
、

障
が
い
等
の
理
由
で
就
労
等
が

困
難
な
家
庭
に
、
特
別
利
用
保

育
の
実
施
を
検
討
。

保
育
所
の
入
所
基
準
に
該
当

し
な
い
私
的
契
約
児
に
つ
い
て

以
下
を
問
う
。

現
在
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長 

令
和
4

年
3
月
現
在
、
48
人
。

現
在
、
保
育
所
に
私
的
契

約
で
児
童
を
預
け
て
い
る
人
の

理
由
は
。

母
親
の
疾
病
や
障
が
い
傾

向
の
あ
る
児
童
。
母
親
の
出

産
、
求
職
活
動
等
に
伴
う
2
か

月
認
定
期
間
。
育
児
休
業
に
伴

う
1
年
間
の
認
定
期
間
。

福祉課・社会福祉協議会で対応答
ひきこもり相談窓口の設置を問

小久保 照枝 議員
公明党

問
答

私的契約児の
無償化を

困難な家庭に
実施を検討

▲愛知県内のひきこもり
　相談窓口はこちら　

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問

答 問 答 問

答 問

答 問

答 問答 問
※

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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日本共産党弥富市議団
板倉 克典 議員

尾
張
大
橋
架
け
替
え
は
。

市
長 

桑
名
市
、
木
曽
岬

町
と
連
携
し
周
辺
の
堤
防
整
備

と
合
わ
せ
、
早
期
事
業
化
に
向

け
国
交
省
に
要
望
し
て
い
く
。

不
安
解
消
の
考
え
を
含
め

総
括
を
。

当
面
、
大
型
土
の
う
設
置

な
ど
可
能
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
少
し
で
も
不
安
解

消
に
努
め
る
。

平
成
8
年
に
県
知
事
か
ら
出

さ
れ
た
「
危
険
な
踏
切
道
の
拡

幅
に
係
る
指
針
」
に
つ
い
て
、

以
下
を
問
う
。

指
導
さ
れ
た
と
い
う
認
識

は
あ
る
か
。

土
木
課
長 
具
体
的
な
指

導
は
な
い
。

「
自
由
通
路
整
備
に
よ
っ

て
近
接
す
る
踏
切
を
廃
止
す

る
」
と
い
う
要
求
は
J
R
側
か

ら
あ
っ
た
か
。

踏
切
の
廃
止
要
求
は
な

い
。

指
針
と
言
う
応
援
が
あ
り

な
が
ら
、
踏
切
内
に
歩
道
を
整

備
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

踏
切
前
後
の
道
路
と
合
わ

せ
た
整
備
計
画
で
な
い
と
、
通

行
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ず
、

関
係
機
関
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
。

指
針
が
出
た
後
、
J
R
気

高
潮
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
時
点
で
、
大
型
土
の
う
設

置
の
実
施
を
決
定
。

尾
張
大
橋
愛
知
県
側
の
越

波
を
想
定
し
た
、
土
の
う
を
積
む

訓
練
を
国
は
し
て
い
る
の
か
。

弥
富
市
側
の
国
道
1
号
区

間
を
想
定
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を

仮
設
再
現
し
、
大
型
土
の
う
設

置
訓
練
を
実
施
し
た
。

何
台
の
重
機
（
バ
ッ
ク
ホ

ウ
）
で
土
の
う
を
積
む
予
定
か
。

2
台
。

大
地
震
に
伴
う
津
波
に
対

応
し
て
い
る
か
。

想
定
し
て
い
な
い
。

令
和
3
年
度
の
河
床
調
査

の
結
果
は
。

3
月
以
降
の
回
答
と
な
る
。

備
し
、
引
き
続
き
弥
富
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
を
面
的
に
進
め

る
。

台
風
接
近
時
に
土
の
う
を

積
む
の
は
ど
の
よ
う
な
団
体

か
。

総
務
部
長 

愛
知
県
建
設

業
協
会
。

災
害
支
援
協
定
は
、
現

在
、
結
ば
れ
て
い
る
か
。

現
在
も
継
続
中
。

ど
の
よ
う
な
状
況
で
土
の
う

の
設
置
に
向
け
動
き
出
す
の
か
。

開
踏
切
前
後
の
歩
道
用
地
確
保

に
ど
う
動
い
た
か
。

動
い
た
記
録
は
な
い
。

指
針
を
上
手
に
解
釈
し
協

議
す
れ
ば
、
踏
切
内
の
歩
道
設

置
が
出
来
る
と
考
え
る
が
。

踏
切
道
だ
け
の
歩
道
設
置

で
安
全
確
保
さ
れ
る
も
の
で
な

い
。

踏
切
の
安
全
策
は
、
自
由

通
路
で
は
な
く
踏
切
の
歩
道
整

備
を
要
望
す
る
が
総
括
を
。

市
長 

交
通
結
節
点
を
整

問
答 踏
切
内
の
歩
道
設
置
で
安
全
確
保
を

道
路
整
備
と
同
時
に
整
備

問
答

尾張大橋の
不安解消は

可能な対策を
講じていく

▲尾張大橋北側（小島町）から見た木曽川河床

▲JR弥富駅東側の踏切（気開）

答 問答 問

答答 問

答答 問問問

答問問問

問問

答答答

答答

答 問

答 問

答

問

問

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
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ら
ま
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と
さ
ぽ
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般
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し
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三浦 義光 議員
政新会

令
和
4
年
度
を
迎
え
、
中
期

的
な
展
望
を
加
味
し
、
市
内
農

業
施
策
に
つ
い
て
以
下
を
問

う
。

稲
作
を
含
め
、
新
し
い
農

地
利
用
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
。

市
長 

新
し
い
農
地
利
用

と
し
て
の
体
制
を
、
関
係
機
関

と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
。

海
部
南
部
地
域
農
業
再
生

協
議
会
に
お
い
て
、
水
田
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
は
。

農
政
課
長 

米
価
減
少
、

売
上
減
の
中
、
低
コ
ス
ト
で
省

力
化
の
取
り
組
み
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
の
な
か
で
、
ス
マ
ー
ト
農

業
へ
の
考
え
方
は
。

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
は

あ
る
が
、
現
在
は
考
え
て
い
な

い
。

新
年
度
に
お
い
て
、
認
定

農
業
者
向
け
農
業
経
営
基
盤
維

持
支
援
交
付
金
の
拡
充
を
。

国
の
臨
時
交
付
金
を
踏
ま

え
、
真
に
必
要
な
事
業
者
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
を
考
え
て

い
る
。通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
、
土
地
改
良
法
改
正
へ
の

対
応
は
。

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
と
調
整
を
図
り
、
効
率
的
な

運
営
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
長
総
括
を
。

市
長 

地
域
社
会
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

愛
知
県
施
設
園
芸
用
燃
油

価
格
高
騰
対
策
支
援
金
の
対
応

を
含
め
、
市
内
農
業
者
全
体
へ

の
周
知
は
。

農
政
課
長 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。

市
長
総
括
を
。

市
長 

国
が
積
極
的
に
解

決
に
向
け
た
策
を
講
じ
て
い
く

問
題
と
認
識
。

燃
油
高
騰
に
よ
る
個
人
事

業
主
へ
の
影
響
は
。

商
工
観
光
課
長 

具
体
的

な
相
談
等
は
な
い
。

厳
し
い
経
費
上
昇
に
よ

る
、
市
内
飲
食
業
者
へ
の
支
援

は
。

国
が
事
業
復
活
支
援
金
事

業
を
実
施
。

地域社会の活性化に貢献答
新年度の農業施策は問

問
答

物価上昇により
事業者へ影響は

国や県の対応を
注視していく

▲燃油タンク貯蔵所

▲温風暖房機

▲市内稲作風景

▲デジタル田園都市
　国家構想

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答答

答答

問問

問問

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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無会派
佐藤 仁志 議員

市
長 

条
件
が
違
う
こ
と

で
同
一
に
は
な
ら
な
い
。
様
々

な
検
討
を
重
ね
、
議
会
に
報
告

し
て
い
る
。

名
鉄
の
線
路
引
き
直
し
や

ホ
ー
ム
と
駅
舎
の
新
設
に
よ

り
、
計
11
億
円
が
追
加
さ
れ
た

時
点
で
、
議
会
の
判
断
を
仰
ぐ

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

現
計
画
が
最
良
の
計
画
で

あ
る
。
軌
道
の
移
設
を
2
回
か

ら
1
回
に
し
、
約
2
億
円
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ
た
。

住
民
投
票
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

実
施
の
考
え
は
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
が
市
長
の
シ
ン
（
真
・

新
）
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
で
は
。

面
的
整
備
等
が
必
要
不
可

欠
。
踏
切
道
拡
幅
や
に
ぎ
わ
い

創
出
を
考
え
な
が
ら
、
ま
ず
は

現
事
業
を
推
進
。

弥
富
市
津
波
避
難
計
画
で

は
明
ら
か
に
「
津
波
・
高
潮
緊

急
時
避
難
場
所
」
が
不
足
し
て

い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

防
災
課
長 

収
容
率
は
、

令
和
4
年
3
月
1
日
現
在

1
2
7
・
4
％
。
弥
生
学
区
の

み
76
・
7
％
で
、
1
0
0
％
達

成
に
向
け
努
め
て
い
く
。

「
避
難
困
難
地
域
」
の
対

策
は
。「

浸
水
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
活
用
し
啓
発
。

弥
富
市
津
波
避
難
計
画
の

見
直
し
と
対
策
は
。

適
宜
見
直
し
、
各
地
区
へ

出
向
き
啓
発
、
意
識
向
上
に
努

め
る
。「

事
前
避
難
対
象
地
域
」

の
指
定
の
予
定
は
。

巨
大
地
震
発
生
後
、
30
分

以
内
に
30
㎝
浸
水
す
る
地
域

を
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
指
定

弥
富
駅
自
由
通
路
、
橋
上
駅

舎
化
と
踏
切
問
題
が
行
政
の
計

画
と
し
て
、
最
低
限
必
要
な
調

査
・
検
討
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

花
巻
市
で
は
各
種
検
討
が

さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
は
、
や
る
べ
き
検
討
を
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
の

か
。

し
表
記
。

「
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定

区
域
」
で
建
築
・
土
木
の
専
門

家
に
よ
り
、
モ
デ
ル
的
に
調
査

検
討
し
、
家
屋
の
対
策
を
。

調
査
の
予
定
は
な
い
。

廃
止
予
定
の
公
共
施
設
の

防
災
拠
点
化
は
。

建
て
替
え
や
、
改
築
等
の

計
画
は
な
い
。

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計

画
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

福
祉
課
長 
先
進
地
の
情

報
収
集
を
進
め
、
自
主
防
災

会
、
福
祉
専
門
職
な
ど
関
係
者

と
協
力
し
進
め
る
。

問
答 ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
災
害
に
備
え
て
こ
そ

浸
水
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

▲木曽川と家屋倒壊等氾濫想定区域

問
答

見て、聞いて、
話し合ってこそ

関係機関と
様々な検討を

答答

答答

問

問

問

問答 問答 問

答問答答答 問問

答 問問

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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横井 克典 議員
無会派

令
和
7
年
度
に
民
営
化
す

る
公
立
保
育
所
を
2
か
所
か
ら

1
か
所
に
し
た
理
由
は
。

健
康
福
祉
部
長 

方
針
転

換
は
し
て
い
な
い
。

ひ
の
で
保
育
所
の
次
に
民

営
化
す
る
弥
生
保
育
所
の
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

令
和
11
年
度
に
民
営
化
す

る
計
画
。
1
年
で
も
早
く
前
倒

し
し
た
い
。

令
和
4
年
度
、
い
つ
頃
、

ど
の
地
区
で
、
説
明
会
を
開
催

す
る
か
。

5
月
頃
に
桜
・
ひ
の
で
地
区

の
保
護
者
を
対
象
に
実
施
予
定
。

移
管
法
人
候
補
者
は
、
ど
の

よ
う
に
公
募
・
決
定
す
る
の
か
。

公
募
は
7
月
か
ら
3
か
月

を
予
定
し
、
10
月
中
に
移
管
先

を
決
定
。

公
募
に
応
じ
る
事
業
者
の

見
込
は
。

把
握
し
て
い
な
い
。

民
営
化
に
よ
り
削
減
す
る

保
育
士
に
対
し
て
、
一
般
職
を

増
員
す
る
考
え
は
。

必
要
が
あ
る
場
合
に
増
員

を
図
る
。

譲
渡
に
際
し
、
移
管
法
人

に
ど
の
よ
う
な
条
件
を
付
け
る

の
か
。移

管
前
の
保
育
内
容
は
最

低
限
実
施
す
る
こ
と
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
な

ど
要
請
し
て
い
く
。

さ
ら
に
民
営
化
の
考
え

は
。

市
長 

現
時
点
で
考
え
は

な
い
。民

営
化
に
よ
る
財
源
で
、

ど
ん
な
事
業
に
取
り
組
む
の

か
。

保
育
所
等
の
長
寿
命
化
改

良
工
事
を
進
め
、
子
育
て
環
境

の
整
備
に
努
め
る
。

総
合
計
画
な
ど
3
つ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
対
象
者
8
千
人
の
う

ち
、
自
由
通
路
整
備
の
意
見
が

14
件
だ
が
、
多
い
と
言
え
る

か
。

市
長 

駅
周
辺
整
備
を
望

む
声
は
1
0
0
件
以
上
あ
る
。

住
民
投
票
の
考
え
は
。

市
の
方
針
と
し
て
実
施
す

る
事
業
な
の
で
、
住
民
投
票
は

考
え
て
い
な
い
。

全
体
像
を
描
か
な
い
今
の

市
の
考
え
方
は
、
本
当
に
正
し

い
手
法
か
。

こ
の
事
業
に
引
き
続
き
、

駅
と
駅
の
間
の
地
区
で
面
的
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

自
由
通
路
の
み
の
利
用
者

数
3
0
0
人
の
根
拠
は
、
具
体

性
に
欠
け
る
。
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
か
。

建
設
部
長 

3
0
0
人
の

た
め
で
は
な
く
、
自
由
通
路
利

用
者
す
べ
て
を
対
象
に
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
効

果
が
発
揮
さ
れ
る
。

事
業
の
財
源
内
訳
や
事
業

者
ご
と
の
内
訳
を
、
な
ぜ
公
表

し
な
い
の
か
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
等
の
金
額
は
未
確
定
要
素
が

多
く
、
公
表
は
考
え
て
い
な

い
。

慎重かつ的確に進める答
保育所民営化の市長の決意は問

▲JR・名鉄弥富駅南側

▲令和７年度に民営化予定のひので保育所

問
答

切り貼りの駅周辺
整備で良いか

面的整備として
検討していく

答 問答 問答 問答 問問答答 問

答 問答 問

問

問

答

答答

問問 答答 答

問

問

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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政新会
平野 広行 議員

市
長 

南
部
ル
ー
ト
の
再

編
と
並
行
し
な
が
ら
令
和
4
年

度
は
東
部
ル
ー
ト
を
、
令
和
5

年
度
は
北
部
ル
ー
ト
の
再
編
を

順
次
計
画
。

運
行
ル
ー
ト
や
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
を

検
討
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
利
用

料
金
に
つ
い
て
負
担
軽
減
策
を

導
入
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
私
も
積
極
的
に
バ
ス

に
乗
り
、
P
R
し
て
い
き
た

い
。

本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
弥

富
市
第
2
次
総
合
計
画
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
「
J
R
・
名
鉄
弥
富
駅

自
由
通
路
橋
上
駅
舎
化
事
業
」
に

つ
い
て
、
以
下
を
問
う
。

本
市
が
事
業
主
体
に
な
る

理
由
は
。

建
設
部
長 

「
自
由
通
路

の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
要

綱
」
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

「
道
路
」
と
し
て
整
備
す
る
た

め
。

自
由
通
路
事
業
を
優
先
す

る
理
由
と
、
改
正
踏
切
道
改
良

促
進
法
と
の
関
わ
り
は
。

踏
切
拡
幅
は
長
い
時
間
と

事
業
費
を
要
す
る
た
め
、
効
果

が
早
期
に
発
現
で
き
る
自
由
通

路
を
整
備
し
、
東
西
踏
切
の
横

断
交
通
量
を
減
ら
す
こ
と
で
安

全
性
を
確
保
す
る
。

南
部
ル
ー
ト
再
編
に
向
け

て
の
第
1
期
、
2
期
、
3
期
社

会
実
験
運
行
に
お
い
て
、
直
行

便
を
始
め
と
す
る
今
後
の
南
部

ル
ー
ト
再
編
の
取
り
組
み
は
。

運
行
便
数
や
夜
間
運
行
、

デ
マ
ン
ド
運
行
等
の
意
見
が
あ

り
、
令
和
5
年
度
に
デ
マ
ン
ド

運
行
の
社
会
実
験
が
で
き
る
よ

う
地
域
に
説
明
。

一
度
乗
っ
て
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
は
。

弥
富
中
学
校
3
年
生
に
無

料
乗
車
券
を
配
布
。
福
寿
会
へ

「
き
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
を
利
用

し
た
市
役
所
見
学
を
兼
ね
た
出

前
講
座
な
ど
を
企
画
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
対

す
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
市
長
総
括
を
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
以
下
を
問
う
。

弥
富
市
地
域
公
共
交
通
計

画
最
終
年
度
の
令
和
7
年
度
に

お
け
る
、
南
部
ル
ー
ト
利
用
者

数
の
目
標
値
の
考
え
方
は
。

市
民
生
活
部
長 

あ
く
ま

で
も
バ
ス
利
用
者
数
に
限
定
し

て
目
標
設
定
し
た
も
の
。
北
部

と
東
部
は
増
加
傾
向
だ
が
、
南

部
ル
ー
ト
は
平
成
28
年
度
を
ピ

ー
ク
に
減
少
傾
向
。

本
市
と
鉄
道
事
業
者
と
の

費
用
負
担
は
。

「
自
由
通
路
の
整
備
及
び

管
理
に
関
す
る
要
綱
」
第
5
条

及
び
「
公
共
補
償
基
準
要
綱
」

に
基
づ
く
。

自
由
通
路
事
業
の
費
用
便

益
分
析
は
。

市
長 

費
用
便
益
の
指
標

と
な
る
B
／
C
は
約
1
・
7
で

有
効
と
判
断
。

自
由
通
路
事
業
を
遂
行
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
市
長
の
決

意
は
。長

い
年
月
を
か
け
協
議
が

整
っ
た
今
、
工
事
協
定
に
係
る

議
案
を
認
め
て
も
ら
い
、
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
推
進
し
た

い
。

問
答 弥
富
市
の
未
来
計
画
と
は

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
推
進

問
答

コミュニティバス
の今後は

デマンド運行の
導入などを検討

答 問

問

答 問

答 問答答

問答

問答問答問

答

問

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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佐藤 高清 議員
政新会

農
業
振
興
地
域
の
除
外
と
農

地
転
用
に
つ
い
て
、
以
下
を
問

う
。

現
在
の
許
可
基
準
は
。

建
設
部
長 

農
地
法
第
4

条
お
よ
び
第
5
条
の
許
可
に
係

る
審
査
基
準
。

自
動
車
等
の
保
管
場
所
に

対
す
る
開
発
許
可
の
件
数
と
面

積
は
。

平
成
28
年
度
7
件
、
約
1
・
1

ha
。

平
成
29
年
度
12
件
、
約
2
・
2

ha
。

平
成
30
年
度
21
件
、
約
3
・
1

ha
。

令
和
元
年
度
9
件
、
約
1
・
2

ha
。

令
和
2
年
度
24
件
、
約
4
・
5

ha
。

実
際
に
起
こ
っ
た
諸
問
題

に
対
す
る
認
識
は
。

地
域
へ
の
説
明
、
同
意
を

得
る
前
に
土
地
所
有
者
が
事
業

主
と
契
約
を
結
ん
だ
が
、
地
域

の
同
意
が
得
ら
れ
ず
申
請
手
続

き
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
。
農
地

転
用
許
可
後
、
事
業
内
容
が
変

更
と
な
り
地
域
と
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

市
の
対
応
は
。

農
振
除
外
や
農
地
転
用
の

申
請
の
際
、
事
前
に
地
域
へ
説

明
し
理
解
を
得
る
よ
う
周
知
を

図
る
。事

業
主
の
対
応
は
。

県
や
関
係
土
地
改
良
区
な

ど
と
共
に
調
整
し
対
応
。

資
材
置
き
場
と
再
資
源
物

の
処
理
・
保
管
に
対
す
る
開
発

許
可
の
件
数
と
面
積
は
。

平
成
28
年
度
21
件
、
約
0
・
8

ha
。

平
成
29
年
度
8
件
、
約
0
・
7

ha
。

平
成
30
年
度
6
件
、
約
0
・
4

ha
。

令
和
元
年
度
20
件
、
約
2
・
4

ha
。

令
和
2
年
度
16
件
、
約
2
・
2

ha
。

地域の理解を得るよう周知を図る答
農地の開発許可後の諸問題は問

▲農地法などに関する事務はこちら
　　　　　　　　　　（弥富市HP）

問答

問答

問答

問答問答問答

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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無会派
加藤 明由 議員

賃
借
人
で
あ
る
自
動
車
整

備
学
校
の
経
営
環
境
と
経
営
状

況
・
移
転
事
業
計
画
と
資
金
計

画
は
。過

去
3
年
分
の
決
算
書
か

ら
経
営
状
況
は
安
定
。

市
長
の
公
約
で
あ
っ
た
活

力
あ
る
農
水
産
業
の
振
興
と
農

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
の
拠
点

に
し
て
は
。

市
長  

考
え
て
い
な
い
。

平
成
13
年
の
国
交
省
通

達
、
踏
切
道
拡
幅
に
係
る
指
針

の
通
達
は
受
理
し
て
い
る
か
。

建
設
部
長 

受
理
し
て
い

る
。

J
R
・
名
鉄
弥
富
駅
自
由

通
路
事
業
の
協
議
で
通
達
内
容

を
検
討
し
た
か
。

議
会
に
相
談
し
、
予
算
も

認
め
ら
れ
た
。

自
由
通
路
で
踏
切
の
安
全

を
確
保
し
、
警
備
員
が
要
ら
な

く
な
る
の
か
。

完
成
後
の
車
・
人
・
自
転

車
の
流
れ
を
見
て
判
断
す
る
。

年
間
賃
貸
料
は
。

約
1
千
万
円
を
見
込
む
。

賃
貸
期
間
と
貸
付
け
条
件

は
。

20
年
間
・
返
却
時
は
更
地

で
返
す
。

賃
借
人
に
対
す
る
保
証
金

は
。

賃
借
料
の
1
年
分
相
当

額
。

県
農
業
総
合
試
験
場
跡
地

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
は
。総

務
部
長 

令
和
元
年
に

県
か
ら
購
入
に
つ
い
て
打
診
が

あ
り
、
緊
急
時
避
難
場
所
と
し

て
利
用
可
能
な
場
所
を
購
入
す

る
こ
と
に
し
た
。

自
動
車
整
備
学
校
に
賃
借

す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

学
校
か
ら
建
物
を
利
用
し

た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
収
入

確
保
の
観
点
か
ら
有
償
で
貸
し

付
け
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
50
年
代
当
時
の
弥
富

町
は
、
国
鉄
の
要
請
で
複
線
化

用
地
を
確
保
し
た
が
、
説
明
を

求
め
た
か
。

説
明
を
求
め
た
資
料
は
確

認
出
来
な
い
。

複
線
化
の
要
請
を
し
た

か
。

要
請
し
た
経
緯
は
無
い
と

認
識
。

問
答 踏
切
道
改
良
と
国
交
省
通
達
の
認
識
は

受
理
し
た
が
改
良
で
き
な
い
と
判
断

問
答

農業試験場跡地
の購入目的は

緊急時避難場所
として利用

▲愛知県農業総合試験場跡地（前ケ平）

▶

平
成
13
年
の
国
土
交
通
省
通
達

問答問答問答

問答問答

問答問答

問答問答問答

問問 答答

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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加藤 克之 議員
政新会

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補

助
金
交
付
事
業
の
内
容
は
。

都
市
整
備
課
長 

10
万
円

を
限
度
で
補
助
。
平
成
30
年
の

補
助
制
度
の
制
定
か
ら
35
件
の

実
績
。通

学
路
危
険
個
所
の
調
査

結
果
は
。

学
校
教
育
課
長 

令
和
3

年
度
、
一
斉
点
検
を
実
施
し
、

85
か
所
を
確
認
。

特
に
危
険
な
個
所
は
何
か

所
か
。直

ち
に
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
所
は
な
い
。

ど
の
よ
う
に
安
全
対
策
を

進
め
る
か
。

道
路
管
理
者
・
警
察
・
学

校
と
協
議
し
対
策
す
る
。

こ
れ
ま
で
何
か
所
安
全
対

策
を
し
た
か
。

59
か
所
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
た
か
。

横
断
旗
・
徐
行
看
板
の
設

置
、
カ
ラ
ー
舗
装
の
修
繕
。

市
長
総
括
を
。

市
長  

大
阪
北
部
地
震
後
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
補
助
を

創
設
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
青
パ
ト
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
家
庭
と
連
携

し
取
り
組
む
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
に
つ
い
て
以
下
を
問

う
。

募
集
方
法
は
。

総
務
部
長   

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
4
月
か
ら
募
集
。

年
間
契
約
金
額
は
。

年
間
33
万
円
以
上
。

契
約
年
数
は
。

3
〜
5
年
間
。

対
象
施
設
は
。

十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
。そ

の
施
設
で
の
年
間
利
用

者
数
は
。

令
和
元
年
度
、7
万
3
千
人
。

今
後
、
ど
こ
の
施
設
を
対

象
と
考
え
て
い
る
か
。

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

と
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

候
補
。

令
和
3
年
度
の
結
婚
新
生

活
支
援
補
助
金
の
状
況
と
成
果

は
。

市
民
生
活
部
長 

25
件
に

交
付
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
で

支
援
。令

和
2
年
4
月
か
ら
令
和

4
年
2
月
ま
で
の
出
産
臨
時
特

別
給
付
金
は
。

児
童
課
長 

令
和
2
年
度

か
ら
一
人
5
万
円
を
5
9
6
人

に
給
付
。

地域・家庭・関係機関と連携答
通学路の安全対策強化を問

問
答

ネーミングライツ
事業は

財源確保のため
必要な施策

▲ネーミングライツ募集中の
　十四山スポーツセンター

▲対策を行った徐行看板（前ケ須町）

問答問問 答問答

問

答

問 答問 答

問答問答

問答問答問答問答問答問答

答

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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無会派
江崎 貴大 議員

運
動
能
力
低
下
や
生
活
習

慣
の
悪
化
に
つ
い
て
、
保
護
者

に
適
切
に
情
報
提
供
さ
れ
て
い

る
か
。保

健
だ
よ
り
等
で
、
情
報

を
家
庭
に
届
け
て
い
く
。

成
年
後
見
部
門
と
し
て
の

実
績
は
。

健
康
福
祉
部
長 

令
和
2

年
度
（
1
月
〜
3
月
）
44
件
。

令
和
3
年
度
（
4
月
〜
1
月
）

5
3
7
件
。

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
の
進
め
方
は
。

高
齢
福
祉
分
野
等
に
関
す

る
各
種
計
画
の
改
定
時
期
に
合

わ
せ
て
策
定
。

本
市
の
地
域
福
祉
計
画
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

未
策
定
。
作
成
に
関
し
協

議
を
進
め
る
。

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

事
業
と
し
て
の
活
動
実
績
は
。

海
部
南
部
自
立
支
援
協
議

会
な
ど
、
障
が
い
に
関
わ
る
会

議
や
研
修
会
等
に
参
加
。

求
め
る
役
割
は
。

地
域
の
相
談
支
援
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
。

運
動
時
間
、
生
活
習
慣
の

分
析
は
。

運
動
時
間
は
、
小
学
校
で

ほ
ぼ
全
国
値
。
中
学
校
も
同
程

度
。
児
童
・
生
徒
は
、
良
好
な

生
活
習
慣
が
確
立
さ
れ
て
い

る
。

運
動
に
対
す
る
意
識
の
分

析
は
。運

動
そ
の
も
の
や
、
仲
間

と
の
交
流
の
楽
し
さ
を
体
感
さ

せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
。

運
動
す
る
機
会
や
場
所
は

充
足
し
て
い
る
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
運
動
す
る

機
会
が
減
少
。
体
育
授
業
の
内

外
で
運
動
量
を
増
や
す
取
り
組

み
を
実
践
中
。

令
和
3
年
度
実
施
の
「
全
国

体
力
・
運
動
能
力
調
査
」
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
前
回
実
施
時

よ
り
も
低
下
し
て
い
た
。
以
下

本
市
の
状
況
を
問
う
。

体
力
合
計
点
に
お
い
て
、

本
市
の
特
徴
や
分
析
は
。

教
育
部
長 

小
学
校
男
子

は
、
全
国
平
均
よ
り
や
や
低

い
。
同
女
子
は
、
全
国
平
均
よ

り
高
い
。
中
学
校
男
子
は
全
国

平
均
よ
り
低
い
。
同
女
子
も
同

様
。

現
状
の
立
ち
位
置
の
認
識
は
。

相
談
員
の
増
員
を
始
め
、

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

相
談
支
援
の
今
後
の
方
向

性
は
。相

談
支
援
事
業
者
が
作
成

す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
な

ど
を
利
用
す
る
よ
う
案
内
。

ど
の
よ
う
に
進
展
さ
せ
て

い
く
の
か
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
先
進
地

か
ら
2
〜
3
名
の
専
属
の
相
談

員
が
必
要
と
助
言
さ
れ
た
。

問
答 権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

専
門
的
な
人
材
育
成
と
確
保
へ

問
答

子どもの運動能力
低下を防げ

家庭と連携して
運動機会の確保

▲全国体力・運動能力調査結果より

問答

問答

問答

問答問答問答

問答

問答問答 問答問答

問問 答答

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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早川 公二 議員
政新会

平
成
30
年
の
大
阪
で
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
を
受
け
、

ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
調
査
し
た

か
。

建
設
部
長 

平
成
30
年
7

月
と
8
月
で
5
日
間
、
前
ケ

須
、
佐
古
木
、
鯏
浦
地
区
を
重

点
対
策
地
区
と
し
、
敷
地
外
か

ら
目
視
で
確
認
し
た
。

学
校
内
・
通
学
路
の
点
検

は
、
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
目
視
点
検
し
た
。

部
局
間
で
情
報
共
有
し
な

が
ら
調
査
し
た
か
。

教
育
委
員
会
は
、
学
校
の

調
査
結
果
を
も
と
に
土
木
課
、

都
市
整
備
課
と
共
に
精
査
し
対

応
し
た
。

当
時
危
険
な
壁
の
件
数
・

対
策
は
。

平
成
30
年
度
72
件
。
令
和

元
年
度
8
件
。
平
成
30
年
10
月

よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け

た
。校

内
で
不
適
合
と
判
定
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
6
小
学
校

12
か
所
で
、
全
て
撤
去
し
た
。

継
続
調
査
を
行
っ
て
い
る

か
。

令
和
3
年
度
は
、
過
去
の

調
査
結
果
を
基
に
、
再
度
現
地

調
査
を
実
施
。

現
在
危
険
な
壁
の
件
数
と

対
策
は
。

教
員
の
目
視
点
検
で
50
か

所
。
危
険
個
所
を
示
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。

他
団
体
と
の
連
携
は
。

現
段
階
で
は
県
協
力
で
の

点
検
調
査
を
行
い
た
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補

助
金
の
増
額
を
。

考
え
て
い
な
い
。

消
防
署
、
警
察
署
と
空
き

家
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し

て
い
る
か
。

建
設
部
長 

消
防
署
が
把

握
す
る
、
草
木
の
繁
茂
等
に
よ

る
火
災
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家

の
情
報
は
提
供
を
受
け
る
。

警
察
と
は
、
犯
罪
に
繋
が
る

恐
れ
の
あ
る
空
き
家
の
情
報
提

供
等
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

調査を継続し補助金を周知答
危険なブロック塀への対応は問

問
答

消防・警察と空き
家の情報共有は

火災・犯罪に係る
情報は共有

問答問答問答

問答問答問答問

問

答

答

令
和
4
年
度
当
初
予
算

3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

1
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し・や
と
さ
ぽ

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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政新会
高橋 八重典 議員

デ
マ
ン
ド
を
含
め
出
来
る

所
か
ら
早
急
に
行
う
べ
き
で

は
。

出
来
る
エ
リ
ア
か
ら
順
次

導
入
し
て
い
く
。

蟹
江
駅
に
行
く
た
め
、
飛

島
バ
ス
へ
の
乗
り
入
れ
を
考
え

る
べ
き
で
は
。

飛
島
村
と
路
線
維
持
や
乗

り
入
れ
等
協
議
し
た
い
。

大
幅
な
見
直
し
は
今
回
が

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る

が
。

利
用
対
象
者
と
な
る
市
民

に
対
し
て
、
我
が
事
と
考
え
て

も
ら
え
る
よ
う
説
明
し
て
い

く
。

弥
富
駅
周
辺
整
備
事
業
と

愛
知
県
の
総
合
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
関
係
は
。

市
長 

名
古
屋
都
市
計
画

区
域
に
お
い
て
も
重
要
拠
点
で

あ
り
、
本
事
業
で
交
通
結
節
点

の
機
能
強
化
に
努
め
る
。

説
明
不
足
に
よ
り
市
民
が

混
乱
す
る
事
態
に
な
っ
た
責
任

は
。

建
設
部
長 

鉄
道
事
業
者

2
社
の
意
思
決
定
が
整
わ
な
い

状
況
で
、
公
表
で
き
な
い
内
容

も
あ
っ
た
。

反
対
署
名
ビ
ラ
の
比
較
数

字
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

訂
正
を
な
ぜ
求
め
な
い
の
か
。

以
前
か
ら
訂
正
等
の
対
応

は
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
近
鉄
弥
富
駅
整
備

は
南
口
広
場
等
整
備
の
約
14
億

6
千
万
円
を
加
え
合
計
約
39
億

円

公
共
交
通
の
社
会
実
験
に
つ

い
て
以
下
を
問
う
。

第
1
期
急
行
バ
ス
社
会
実

験
で
の
利
用
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長 

1
日
あ

た
り
約
34
人
。

デ
マ
ン
ド
の
延
期
理
由
は
。

市
民
に
新
し
い
運
行
方
法

の
説
明
、
運
行
事
業
者
選
定
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
等
を

陸
運
局
か
ら
指
示
さ
れ
た
た
め
。

協
議
会
に
学
区
単
位
の
下

部
組
織
を
作
り
、
協
議
す
べ
き

で
は
。下

部
組
織
的
な
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
地
域
に
必
要
な

公
共
交
通
を
自
分
た
ち
が
主
体

で
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

低
額
の
一
律
料
金
で
利
用

促
進
を
図
っ
て
は
。

学
生
運
賃
無
料
化
や
エ
リ

ア
内
低
額
の
一
律
料
金
等
は
、

協
議
会
に
諮
る
必
要
が
あ
る
。

と
な
り
、
J
R
・
名
鉄
の
約
46

億
7
千
万
円
は
比
較
し
て
特
に

高
額
で
は
な
い
。

J
R
・
名
鉄
弥
富
駅
事
業

を
ま
ず
完
成
さ
せ
、
合
法
な
駅

に
し
た
上
で
、
狭
あ
い
道
路
・

東
西
踏
切
も
含
ん
だ
事
業
に
す

べ
き
で
は
。

市
長 

交
通
結
節
点
を
整

備
し
、
そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
繋
げ
て
い
く
。

任
期
中
に
必
ず
や
る
べ
き

こ
と
は
。

令
和
4
年
4
月
に
事
業
着

手
し
た
い
。

県
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
対

し
、
当
市
の
将
来
像
を
リ
ン
ク

さ
せ
、
い
つ
ま
で
に
準
備
し
て

い
く
の
か
。

県
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
即

し
た
「
弥
富
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
目
指
す
将
来

像
に
近
づ
く
よ
う
進
め
る
。

問
答 先
人
達
か
ら
の
バ
ト
ン
を
次
世
代
に

駅
周
辺
整
備
を
進
め
将
来
像
を
目
指
す

問
答

公共交通社会実験
の主役は誰？

利用者主体の
課題解決を目指す

▲名古屋都市計画区域マスタープラン

問答

問答問答問答

問答問答問答

問答問答問答

問答

問答問答

▲きんちゃんバス
　第２期社会実験
　（南部ルート）
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堀岡 敏喜 議員
公明党

Society5.0

に
つ
い
て

市
の
認
識
は
。

総
務
部
長 

Society4.0

の
情
報
化
社
会
で
、
個
別
に
機

能
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
を
分
野

の
異
な
る
シ
ス
テ
ム
同
士
を
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
価
値

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
。

今
後
の
対
応
、
取
り
組
み

は
。

令
和
4
年
度
に
は
、
国
保

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た

め
、
受
診
結
果
や
受
診
履
歴
等

の
統
計
分
析
を
行
い
勧
奨
を
実

施
予
定
。

仮
称「
や
と
みSo

ciety
5.0

構
想
」
の
策
定
に
つ
い
て

市
の
見
解
は
。

策
定
予
定
は
な
い
。

地
域
や
ス
マ
ー
ト
化
を
図

る
分
野
を
限
定
し
、
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
取
り
組
み
を
具
体
的

に
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。

道
路
損
傷
具
合
を
A
I
で

測
定
さ
せ
る
こ
と
や
、
高
齢
社

会
で
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
遠
隔

診
療
や
睡
眠
時
の
動
静
確
認
な

ど
分
野
を
絞
っ
て
行
っ
て
い

く
。

Society5.0

社
会
に
向

け
、
現
状
の
課
題
に
対
応
し
な

が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
本
市
の
未

来
を
創
造
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長

の
決
意
と
総
括
は
。

市
長 

だ
れ
も
が
多
様
な

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

持
ち
つ
つ
、
豊
か
な
人
生
を
享

受
で
き
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
社
会
、
ま
ち
づ
く
り
を
創
造

し
て
い
く
。

自
分
ら
し
く
豊
か
に
生
き

て
い
く
た
めSociety5.0

と

い
う
社
会
に
向
け
、
必
要
な
教

育
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

は
。

教
育
部
長 

こ
れ
ま
で
以

上
に
人
間
が
中
心
の
社
会
で
あ

り
、
読
解
力
や
考
え
る
力
、
対

話
し
て
協
働
す
る
力
な
ど
一
人

一
人
の
多
様
な
関
心
や
能
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま

た
、
義
務
教
育
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
常
に
最
先
端
の
知

識
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
は
な

く
、
学
び
の
基
盤
を
固
め
る
こ

と
と
考
え
る
。

多様な思いやアイデアを発揮答
スマートシティ弥富を目指せ問

問
答

未来の創造イノ
ベーション起こせ

インクルーシブ
な社会の創造

▲

▲

内閣府ホームページより
　Society5.0の説明

問

問

問

答問答

問問 答答

答

答
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ロシアによるウクライナへの侵略行為を断固非難する決議
　令和４年２月24日、ロシアによるウクライナ領土への軍事侵攻が、自制を求める世界の多く
の声を無視する形で開始され、既に攻撃を受けている都市や地域では、非戦闘員の一般市民に
も多くの死傷者が出ている。
　今般のウクライナに対する一方的な武力行使は、同国の国家主権と国民の人権を踏みにじる
明白な国際法違反、国連憲章違反であるだけでなく、国際秩序の平和と安全にも深刻な影響を
及ぼす暴挙と言わざるを得ず、最も強い言葉で非難する。
　また、核兵器使用の可能性をも示唆するロシア指導者の恫喝や、軍による原子力発電所への
攻撃は、唯一の戦争被爆国であり、福島第一原発事故を経験した日本の国民として、断じて許
すことはできない。
　私たちの住む弥富市は、一人一人の命を大切にし、核兵器、テロ行為などの脅威のない平和
な社会を目指して、平成11年には世界の恒久平和を希求するため「平和都市」を宣言し、平成
23年より「平和首長会議」に加盟した。
　私たち弥富市議会は、生命の尊厳と恒久平和を希求する弥富市民を代表する議会として、ロ
シア政府に対し、ウクライナからの即時かつ無条件の撤退と、全ての人々の人権が尊重される
平和的解決を断固求める。
　そして、我が国の政府におかれても、国際社会との強固な連携のもと、侵略行為に対する重
い代償として、あらゆる選択肢を視野に毅然とした制裁措置の徹底及び強化を要請するもので
ある。
　以上、決議する。

令和４年３月14日

弥富市議会　　　　

この決議文を内閣総理大臣及び外務大臣に送付するとともに、市長と議長との連名で在日ロシ
ア連邦大使館に抗議文を送付しました。

期 日 日 程 ケーブル
テレビ中継
放映予定

インター
ネット
配信予定

◆ケーブルテレビ中継
午前10時～会議終了まで
(録画放映は当日午後７時～放映予定）
◆インターネット配信
開催後、おおよそ７日後より配信予定
※日程は、変更になる場合もありますのでご了承ください。

この議会だよりは再生紙を使用しています。

6月定例会の開催日程（予定） 表紙の説明表紙の説明

弥富市歴史民俗資料館が、４月より「弥富まち
なか交流館（旧図書館棟）」１階に移転し、リ
ニューアルオープンしました。
民具・文化財等の展示やパネル・映像による歴

史を紹介。
弥富市名産の22品種の金魚水槽展示や同館の

アイドル白文鳥「ぶんちゃん」と桜文鳥がお出迎
えします。

開館時間：９時から17時
休 館 日：月曜日、年末年始

５月２６日（木） 本会議（議案説明など）

６月１０日（金） 本会議（一般質問）

１３日（月） 本会議（一般質問）

１４日（火） 本会議（議案質疑）

１６日（木） 常任委員会

１７日（金） 常任委員会

２０日（月） 常任委員会

２４日（金） 本会議（委員長報告･討論･採決）
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